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1　はじめに
　ステロイド外用剤は、炎症性皮膚疾患治療の主流薬
であり、今日、皮膚科外来に於ては、ごく頻繁に使用
されている。しかし、ステロイドと言えば、内服薬を
含あ副作用が強調され、民間療法に於ては敵視され、
医療現場に予ても、その使用に意見が分かれ、誤解さ
れやすい薬である。当院皮膚科外来に於ても、ステロ
イド外用剤を必要とする患者がそれを拒否するという
場面に、しばしば遭遇する。これは、マスコミ等によ
る過剰な報道にも一因があると思われる。
　竹原は1）「外来時間の多くが、マスコミやアトピー
ビジネスによる“マインドコントロール”を解除する
のに費やされる。」としている。が、あるいは、他に
もステロイド外用剤を拒否する原因があるのかも知れ
ない。
　私達は、患者のステロイド外用剤に対する認識を正
しく把握し、患者が安心して適切な治療を受けられる
様、看護婦として援助できることを凹い出す事を目的
に、質問紙による意識調査を行ったので、その結果を
報告する。
II用語の定義
　アトピー性皮膚炎外来：アトピー性皮膚炎の再診患
者を対象とし、より専門的な検査及び治療を目的とし
た特殊外来で、一部門患者には、減感作療法を施行し
ている。
　A群：調査した再診患者のうち、質問紙問8．の病名
で、アトピー性皮膚炎と記入した患者と、アトピー性
皮膚炎外来の患者群を合わせたもの。
　B群：調査した再診患者のうち、質問紙問8．の病名
で、アトピー性皮膚炎以外の病名を記入した患者。
　マスコミ群：質問紙問4．で、ステロイド外用剤につ
いての情報を、　rl．マスコミ」より得たとのみ回答し
た患者。
　医師群：質問紙問4．で、ステロイド外用剤について
の情報を、　「4．医師から説明」より得たとのみ回答し
た患者。
皿　研究方法
1．対象：当院皮膚科外来を受診した患者の中から無
作為に抽出し、口頭にて同意を得られた、初診患者
242名、再診患者282名と、アトピー性皮膚炎外来
患者55名。
2．調査期間：平成10年8月21日～9月22日
3．調査方法：外来診察待合時間に質問紙を配布し、
即時記入、即時回収とした。回収率は100％で、有効回
答率は99．9％であった。
　質問紙は無記名で、構造型と半構造型の混合で作成
し、初診患者には設問数10項目、再診患者には、ステ
ロイド外用剤使用後の評価を検討する為の3項目を追
加した13項目とした。
4．分析方法
　1）初診・再診群別に、各設問項目の回答を比較検討
した。（表1）
　2）再診群から、アトピー性皮膚炎を有意抽出し、
アトピー性皮膚炎外来患者と合わせて一つの群とし、
その回答と、他疾患群の回答を比較検討した。（表1）
　3）ステロイド外用剤を認知と回答（問3）した群よ
り情報源別（問4）に、ステロイド外用剤の印象（問5）
と理解（問6）を、初診群、再診群別に比較検討した。
（図1）
　4）ステロイド外用剤を認知と回答（問3）した群に
ついて、使用展望（問9）を「使いたい」～「使いた
くない」の5段階とし「使いたい」を1．　「使いたく
ない」を5．として数量化、性別、年齢別に、それぞ
れの平均値を求めて、比較検討した。　（図2）
　5）ステロイド外用剤使用経験者（問7）について、
使用展望や使用状況を比較検討した。
IV　結果
1．男女比率はほぼ同率で、年齢別では20代次いで30
代と高く、40代50代はほぼ同率であった。
2．初診群のみ、他群との比較において低率なものの、
約6割がステロイド外用剤を「認知」と回答しており、
全群通じて、ステロイド外用剤を認知するとした回答
率が高かった。　（表1、問3）
3．初診群、再診群共に、マスコミを情報源とした回
答が高率を示し、次いで、医師からの説明が高率であ
るが、初診群においては、使用経験者を情報源とする
率が、医師からの説明と同率を示した。
　A群は、医師からの説明を情報源とした回答率が高
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1
蕗
1
問1
1．男
2．女
あなたの性別は
　　　　　　　初診（N＝240）　再診（N＝278）
　　　　　　115人（47．9％）136人（48．9％）
　　　　　　125人（52．1％）　142人（51．　9％）
問2　あなたの年齢は
1．10代
2．20代
3．30代
4．40代
5．50代
6．60代
7．70代
8．　8e代
初診（N＝240）　再診（N＝278）
19人（7．9％）　18人（6．5％）
81人（33、8％）　88人（3L7％）
42人（17．5％）　47人（16．9％）
33人（13．8％）　35人（12．　6％）
31人（12．9％）　39人（14．O％）
18人（7．5％）　28人（10．1％）
12人（5．　0％）　17人（6、　1％）
4人（1．7％）　6人（2．2％）
表1
A群（N＝123）
65人（52．8％）
58人（47．　2％）
A群（N＝123）
12人（9．8％）
65人（52．8％）
32人（26．　0％）
10人（8．1％）
3人（2．4％）
1人（0．8％）
0人　　（0％）
0人　　（0％）
質問紙の内容及び糸
B群（N＝210）
97人（46．2％）
113人（53．8％）
B群（N＝210）
12人（5．7％）
48人（22．9％）
32人（15．2％）
28人（13．3％）
39人（18．6％）
28人（13．3％）
17人（8．1％）
6人（2．9％）
問3　あなたのステロイド外用剤（ぬり薬）という薬を知っていますか？（認知）
1．はい
2．いいK3．無回答
初診（N＝240）　再診（N＝278）
141人（58．8％）219人（78．8％）
98人（40．8％）　59人（21．2％）
　1人（0．4％）　0人　　（0％）
A群（N＝123）
121人（98．4％）
　2人（1．6％）
　0人　　（0％）
問4　問3で“はい”と答えた方は何で知りましたか？（情報源）
1．マスコミ（新園、テレビ、雑詰など）
2．使った事のある人から聞いた
3．医学専門書で読んだ
4．医師から説明された
5．その他
6．無回答
複数回答者
初診（N＝141）　再診（N＝219）
67人（47．5％）　96人（43．8％）
34人（24．1％）　38人（17．4％）
5人（3．5％）　24人（IL　O％）
34人（24．1％）　86人（39．3鬼）
23人（16．3％）　19人（8．7％）
1人（0．7％）　4人（1．8％）
23人（16．3％）　39人（17．　8％）
A群（N＝121）
45人（37．　2％）
12人（10．0％）
15人（12．4％）
65人（53．7％）
16人（13．2％）
1人（0．8％）
15人（20．7％）
B群（N＝210）
151人（71．9％）
59人（28．1％）
　0人　　（0％）
B群（N＝151）
67人（44．4％）
29人（19．2％）
17人（11．3％）
52人（34．4％）
12人（7．　9％）
3人（2．0％）
24人（15．9％）
問5　ステロイド外用剤（ぬり薬）とはどんな薬だと思いますか？（印象）
1．よく効く薬
2．医師からよくもらう薬
3．副作用のある薬
4．よくわからない
5．その他
無回答
複数回答者
初診（N＝240）　再診（N＝278）
59人（25．3％）　105人（31．9％）
16人（6．9％）　29人（8．8％）
91人（39．1％）134人（40．7％）
106人（45．5％）　56人（17．O％）
　6人（2．6％）　5人（1．5％）
　7人目2．9％）　3人（1．1％）
43人（18．5％）　74人（26．6％）
A群（N＝123）
72人（58．5％）
20人（16．3％）
83人（67．5％）
6人（4．　9％）
5人（4．1％）
0人　　（0％）
54人（43．　9％）
B群（N＝210）
67人（31．9％）
18人（8．6％）
88人（41．9％）
53人（25．2％）
2人（1．0％）
3人（L4％）
45人（21．4％）
問6　ステロイド外用剤（ぬり薬）には、効果についてもたくさんの段階がある
　　ことを知っていますか？（理解）
　　　　　　　　　　初診（N＝240）　再診（N＝278）　　A群（N＝123）　B群（N＝210）
1．はい　　　　　　　59人（24．6％）　118人（42．4％）　　91人（74．0％）　71人（33．　8％）
2．いいえ　　　　　175人（72．9％）　155人（55．8％）　　30人（24．4％）135人（64．3％）
3．無回答　　　　　　6人（2．5％）　5人（1．8％）　　2人（1．6％）　4人（1．　9％）
問7　ステロイド外用剤（ぬり薬）を使ったことがありますか？（使用経験）
1．はい
2．いいえ
3．わからない
無回答
初診（N＝240）　再診（N＝278）
73人（30．4％）　165人（59．4％）
80人（33．3％）　49人（17．　6％）
85人（35．4％）　53人（19．1％）
2人（0．8％）　　1人（0．4％）
問8　　　　　　　　　　初診（N＝73）
その時のあなたの病名はアトピー性皮膚炎　　21人（28．8％）
湿疹　　　　　　　　6人（8．2％）
その他　　　　　　　27人（37．0％）
無回答　　　　　　　19人（26．0％）
問7で“はい”と答えた方はお答え下さい。
再診（N＝165）
68人（41．2％）
11人（6．7％）
23人（13．9％）
63人（38．2％）
A群（N＝123）
118人（96．0％）
　1人（0．8％）
　3人（2．4％）
　1人（O．　8％）
（経験内容）
　A群（N＝118）
116人（98．3％）
　0人　　（O％）
　0人　　（0％）
　2人（1．7％）
B群（N＝210）
97人（46．2％）
49人（23．3％）
53人（25．　2％）
1人（0．5％）
　　　　　　　　　吉果
（問8続き）
効果や副作用について説明はありましたか？
　　　　　　　　　　初診（N＝73）　再診（N＝165）
1．はい　　　　　　19人（26．0％）　66人（40．0％）
2．いいえ　　　　　51人（69．9％）　88人（53．3％）
3．無回答　　　　　　3人（4．1％）　11人（6．7％）
A群（N＝118）　B群（N＝97）
56人（47．5％）　39人（40．2％）
56人（47．　5％）　52人（53．6％）
6人（5．1％）　6人（6．2％）
ステロイド外用剤（ぬり薬）を使ってよくなりましたか？
1．はい
2．いいえ
3．無回答
48人置65．8％）131人（79．4％）
19人（26．0％）　21人（12．7％）
6人（8．　2％）　13人（7．9％）
以下、問7でステロイド外用剤の使用経験人のみ集計
104人置88．　1％）
　8人（6．8％）
　6人（5．1％）
72人（74．2％）
14人（14．4％）
11人（11。3％）
1．はい　と3．わからないとこたえた
問9　あなたが医師からステロイド外用剤（ぬり薬）をすすめられたら？（使用展望）
1．使いたい
2．できれば使いたい
3．使っても良い
4．できれば使いたくない
5．使いたくない
　無回答
初診（N＝240）　再診（N＝278）
15人（6．3％）　20人（7．　2％）
　6人（2．5％）　15人（5．4％）
112人（46．7％）121人（43．5％）
66人（27．5％）　88人（31．7％）
12人（5．0％）　17人（6．1％）
29人（12．1％）　17人（6．1％）
A群（N＝123）　B群（N＝210）
9人（7．3％）　15人（7．1％）
9人（7．3％）　10人（4．8％）
53人（43．1％）　92人（43．8％）
44人（35．8％）　64人（30．5％）
5人（4．1％）　13人（6．2％）
3人（2．4％）　16人（7．6％）
問10問9でお答えの理由をお聞かせ下さい（使用展望の理由）　　　　　　　　　初診（N＝240）
ステロイド外用剤について知らない　12人（5．0％）
副作用体験がある　　　8人（3．3％）
副作用の悪いイメージ　　　49人（20．4％）
ステロイドに齢し他の薬鋤かなくなる0人　（O％）
実際使用したが効果なし　　2人（0．8％）
医働ら充分な調があり、絡できれば49人（20．4％）
症状が改善されるのなら
医師の処方を信頼している
実際使用して効果あり
その他
無回答
34人（14．2％）
28人（11．7％）
9人（3．8％）
5人（2．1％）
44人（18．3％）
再診（N＝278）
15人（5．4％）
8人（2．9％）
55人（19．8％）
6人（2．2％）
2人（0．7％）
51人（18．3％）
28人（10．1％）
24人（8．6％）
30人（10．8％）
14人（5．　0％）
45人（16．2％）
A群（N＝123）　B群（N＝210）
2人（1．6％）　15人（Zl％）
11人（9．0％）　　2人（1．　0％）
28人（22．8％）　38人（18．1％）
5人（4．1％）　1人（0．5％）
0人　　（0％）　2人（1．O％）
24人（19．5％）　40人（19．O％）
14人（11．4％）　25人（11．9％）
6人（4．9％）　22人（10．5％）
24人（19．　5％）　9人（4．3％）
4人（3．3％）　13人（6．2％）
5人．（4．1％）　43人（20．5％）
問11あなたはステロイド外用剤（ぬり薬）を医師の説明通りに使うことができま　　　したか？
1．できた
2．大体できた
3．ときどきできた
4．あまりできなかった
5．全くできなかった
無回答
A群、B群の合計数（N＝283）
61人（21．6％）
112人（39．6％）
30人（10．6％）
14人（5．0％）
　5人（1．8％）
61人（21．5％）
A群（N＝123）　B群（N＝160）
19人（15．4％）　42人（26．3％）
71人（57．7％）　42人（25．　0％）
18人（14．6％）　12人（7．　5％）
6人（4．8％）　8人（5．0％）
2人（1．6％）　　3人（L9％）
7人（5。7％）　54人（33．8％）
問12問11で“4”“5”とお答えの方、それはなぜですか？A群、B群の合計数（N＝19）
1．説明されたことを忘れたから
2．面倒臭いから
3．症状が落ちついたので、自分で止めたから
4．他の方法を見つけたから
5．使用するのが不安だから
6．その他
無回答
0人　　（O％）
1人（5．2％）
5人（26．3％）
0人　　（0％）
3人（15．8％）
9人（47．4％）
1人（5．　2％）
A群（N＝8）　B群（N＝11）
0人　　（0％）　0人　　（0％）
0人　（0％）　1人（9．1％）
1人（12．5％）　4人（36．3％）
0人　（0％）　0人　（0％）
2人（25．O％）　1人（9．1％）
5人（62．5％）　4人（36．3％）
0人　（0％）　1人（9．1％）
B群（N＝97）　　　問13処方されたステロイド外用剤（ぬり薬）を自分の判断で他の場所に塗ったり、　　　　　　　　　　　他の人にあげたりしたことがありますか？0人　（0％）　　　　　　　　　　　　　A群、B群の合計数（N＝283）
11人（11．4％）　　　1．はい　　　　　　　　　　　　47人（16．6％）
23人（23．7％）　　　2．いいえ　　　　　　　　　　　　201人（71．　0％）
63人（64．9％）（ノに続く）3．無回答　　　　　　　　　　　　35人（12．4％）
A群（N＝123）　B群（N＝160）
30人（24．4％）　17人（10．6％）
88人（71．5％）　113人（70。6％）
5人（4．1％）　30人（18．8％）
10代
@女3人（4．3） ●初診
R責
ｳ駁N＝132
20代ｰ舗 ○　●
30代嬰11㈱ ●
40代嬰｝8㈱ ○　●
50代d11／／1：l／ ◎
60代d1㈱ ○ ●
70代劉／／l：l／ ●
80代
10代嬰談1：l／ ◎再診
囃囑ｳ駿N＝215 20代嬰ll／／l：l／ ○●
30代ｫ／l：l／ ○　●
40代嬰｝総l／ ◎
50代劉／l：B ○ ●
60代嬰1㈱
70代dl／／§：l／
80代劉紹 ○
10代嬰l／／§：l／ ○初診ｷ参
ｫ責無駁N＝347 20代魏㈱ ○●
30代禔^／§：l／ ○●
40代嬰墾欄／ G●
50代M1：l／ ●
60代ｰ／㈱ ○ ●
70代嬰18／／1二l／ ●
80代劉／l：l／ ○
鰹嬰器l／ ○ ●
　　1使いたい　～　5使いたくない　（男○　女●）
図2　t白い年齢別による使用展望の比較
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く、B群では、マスコミを情報源とした回答率が高
かった。
　これについては、情報源別に図1で比較検討した。
4．初診群のステロイド外用剤に対する印象は「よく
わからない」次いで、「副作用のある薬」「よく効く
薬」が、高率であった。
5．ステロイド外用剤の使用経験について、　「わから
ない」と回答する者があり、特に初診群で高率であっ
た。
6．ステロイド外用剤を処方された時の病名は、再診
群では「アトピー性皮膚炎」初診群では「その他の疾
患」が多く、その時に、　「効果と副作用についての説
明をうけた」と回答した者の率は、低かった。
7．ステロイド外用剤の使用展望については、「使って
もよい」「できれば使いたくない」が高率であった。
その理由として、「副作用の悪いイメージ」「医師からの
充分な説明があり納得できれば」「症状が改善されるな
ら」が主に挙げられていた。
　性別、年齢別で比較すると（図2）全体的に女性の
方が男性よりも、使用展望が望まない方向へ傾き、男
性は年齢が若い程、望まない方向へ傾く傾向にある。
8．ステロイド外用剤を、医師の説明通りに使用する
ことができたかについて、「できなかった」とする率
は低く、無回答率が高かった。
　説明通りできなかった理由として「その他」が高率
であり、その内容として「必要以上に使用した」「副作
用の心配」「説明を受けなかった」が挙げられており、
「説明されたことを忘れた」「他の方法を見つけた」は、
無かった。
9．自己判断で他の部位に塗布したり、他人に譲渡し
た経験があるという回答率は低かった。
V　考察
　ステロイド外用剤の名前は広く認知され、情報源は
マスコミと医師に分散している。医師の説明を受けて
処方される反面、マスコミからの情報も当然耳に入る
という背景を考えれば、複数回答も止むを得ず、選択
肢を1つとしたことに無理があったかもしれない。
　情報源別に全体と比較すると、「ステロイド外用剤
は良く効くが、副作用のある薬」という印象が浮かん
でくる。副作用の印象が二二通して高率なのは、「良
く効く」という印象が低率である事から、マスコミが
副作用に偏った情報を流していると考えられる他、医
師は、その効果に加え副作用の危険性についても説明
する必要があり、マスコミとは異なる面で、副作用情
報を患者に流している結果と考えられる。
　再診群においてマスコミ群のみ「よくわからない」
の回答率が高く、初診群においても他の情報源に比べ
高率なのは、「ステロイド」という名前だけが強調さ
れ、それがどんな薬なのかまで理解されていないとい
う結果であると考えられる。
　使用経験「わからない」と回答した事は、処方薬が
ステロイド外用剤か、他の外用剤か認識できない事を
意味し、　「効果と副作用について説明されていない」
という回答が高率を示している結果から、医師の説明
不足、患者の理解不足等も考慮するとして、限られた
時間内に充分な説明をする事の難しさ、また、詳しく
説明することにより逆に不安を与えてしまうという可
能性も否定できない。
　A群の理解が高率だったのは、疾患の特性から、長
期使用により説明を受ける機会が多い為と考える。
　ステロイド外用剤の効果は認識されているにもかか
わらず、「効果があるので使用したい」とする回答率
は低く、副作用の印象は効果を上回っている。しかし、
「症状を改善する為には副作用も止むを得ない」とす
る意見もあり、薬の性質上からも、多くの患者が充分
な説明と納得のもとに使用したいと望んでいる事がわ
かる。
　男性で、心配する副作用の内容まで記述する者は少
なかったが、女性では色素沈着など具体的で、特に
20代30代においては妊娠時の胎児への影響について不
安を訴える者がいた。ステロイド内服薬の副作用情報
と混同する部分で、全体の印象を良くないものにして
いるようだ。
　医師の説明通りにステロイド外用剤を使用できな
かったと回答した者は、使用展望も悪く　（19人中、
展望5：3人、展望4：11人）医師の充分な説明があ
り安全が確認できれば、という条件付きで展望3．と
回答した2人を含めると実に16人（84．2％）が、副作
用に対する不安や薬に依存してしまう事への不安を訴
え、その使用に消極的展望を示し、辛い症状が落ち
着けば使用を中断するという結果につながっているよ
うだ。
　自己判断で他の部位に塗布したり他人に譲渡した経
験ありと回答したA群の30人中29人が、薬を「医師の
説明通りに使用できた」と回答していたのには驚かさ
れた。ステロイド外用剤の使用に慣れている事により、
自分の理解度を過信した結果と考えられ、情報源別比
較の「その他」の群で、「副作用の印象」の回答と「理
解なし」の回答の半数以上が使用経験者からの情報で
　あった事と考え合わせると、適切でない使用法によ
一84一
る副作用問題を助長し、逆に怖い薬であるとの印象を
与えてしまう恐れが懸念される。
VI結論
　マスコミ情報のみに左右され、ステロイド外用剤に
ついての偏った情報が、診察に影響を与えているので
はないかという仮説のもとに質問紙調査を行った訳だ
が、実際に調査結果を検討してみると、医師から説明
を受けているにも係わらず、適切でない使用法を行っ
ていたり、使用経験者からの情報に流されているとい
った傾向が伺われ、全ての患者がマスコミ的な情報源
となりうる可能性を秘あており、ステロイド外用剤の
使用に当たっては充分な説明と適切な指導が必要であ
る事を再度認識するに至った。しかしながら、限られ
た時間内に全ての患者が理解を得られる様な、説明と
指導を行う事には限界があるとも思われる。そこで、
治療が効果的に継続できているか、もし中断があると
したらその原因は何かを知る為、評価的な視点ではな
く、苦痛や悩みに共感しながら話を聞くといった配慮
が看護面で必要になってくると思われる。その為には、
患者が話し易い時間や雰囲気を作る事、例えば「相談
コーナー」を設ける、栞を作成するなども一つの方法
であると考え、これを、今後の研究課題としていき
たい。
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